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研究成果の概要 

 

本研究では、細胞外粒子（EV: extracellular vesicles）のヘテロ性と、その由来を高解像度に明かす

べく、１細胞・細菌粒度と１EV粒度の新規解析技術を開発してきた。 

 まず１細胞粒度においては、光学核酸バーコーディング法による、並列なイメージングと遺伝子

発現のマルチモーダル１細胞計測と解析を実証して、論文を発表した。また、前年度に開発した高

速のスループット三次元イメージングサイトメトリー技術を、微小ハイドロゲル細胞培養技術と組み

合わせ、三次元細胞モデル解析へと発展させ、論文を発表した。現在、細菌と細胞間の微粒子を

介したコミュニケーションの解析系の開発を進めている。 

 他方、１EV粒度においては、微粒子解析に最適化した光流体計測系と、機械学習を用いた新た

な微小信号解析手法の融合により、約 10 万粒子毎秒のスループットで、直径 30nm 以下の微粒

子を、大規模に検出・解析することを実現した。結果、煩雑な濃縮作業をしない体液中の細胞外微

粒子の高感度検出、がん診断応用の可能性を検証した。高速な EV マイクロ液滴分取デバイスを

開発し、光学特性に基づいた高速 EV ソーティングを実証した。またさらに、高速なラベルフリー

EV・細菌解析技術を開発し、疾患診断の適用性などの検証が進んでいる。 
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